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あらまし　ディペ ンダビ リ テ ィ ケース を作成するための 図式表記法が提案されてい る．し か し，ディペ ン ダビリテ ィ

ケ
ー

ス で使用 さ れ て い る用語が統
一

され て い ない とい う問題 がある ．こ の ため本稿で は，デ ィ ペ ン ダビ リテ ィ ケ
ー

ス

用語を統
一

的に 構成する規則を提案する．
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Abstract　A 　few　graphical　notations 　for　dependability　cases 　have　been　proposed 　including　GSN （Goal　Structuring

Notation）．　However ，
　there　is　a　problenl　that　words 　in　Dependability　Cases　are　not 　uni且ed ．　In　this　paper，　we 　propose

rules 　to　consis 七ently 　identify　words 　used 　in　dependability　cases ，
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1． は じ め に

　ディ ペ ン ダビ リテ ィ ケース で は ，人 ・物 ・活動等 に 対 す る 関

係性が明確で は ない とい う問題 が あ る．例 えば，列車運 行 シ ス

テ ムの ディ ペ ン ダ ビリテ ィケ
ー

ス で は
”

業務
”
と
”
列車運転業務

設計書
”
の 関係 は記述 しな い ．しか しデ ィ ペ ン ダビ リテ ィ ケー

スを 記述 す る際，こ れ らの 用語 間 の 関係を知 らない と，図 を作

成す る の は 難 し い ．

　そ こ で，その 関係 性を 明確 にす る
一

つ の方法 として，用語関

係図を用い る．用語関係図 とは，人
・
物 ・活動等を要素 として そ

の 要 素間 の 関係 を ま とめた 図 であ る．ディ ペ ン ダビ リテ ィ ケ
ー

ス で 使用 さ れ て い る 用 語や 用 語関係 を 明確に す る こ とは t デ ィ

ペ ン ダビ リテ ィ ケース 記述や 理 解の 助け と なる．前回の 発 表国

で は，用語関係図か らデ ィ ペ ン ダ ビ リテ ィ ケー
ス の 変換 方法 は

記 述 して い たが，完全 に構成規則 として変換で きる かは 明確に

して い な か っ た ．本稿で は ，理 解や 記述 を容 易 に す る こ とで，

デ ィペ ン ダビ リテ ィ を比 較 ・評価を す る方法 の
一

つ と し て，デ ィ

ペ ン ダ ビ リテ ィ ケー
ス 用語を 統

一
的に 構成す る規則 を提案 す る，

　本稿の 構成 は次の とお りで ある．2 節に お い て ，前回提案 し

た用 語関係 図を 説明す る．3 節に おい て，現 在の課題 につ い て

記述する．4 節に おい て，構成規則の 提案とその 適用例を順 に

記述 し，5 節 に 3 節 で あげ た問 題 との 結 果 を述 べ る．6 章 にお

い て，本稿 に つ い て の 考察を 記述 して，最後に 今後 の 課題に つ

い て 述べ る．

2． 用語関係図に つ い て

　用 語関係 図 （Word 　Relationship　Diagram ）とは，人 ・物 ・活

動等を要素 と してそ の 要素間 の 関係をま とめた図 で ある．用語

関係図を作成す る こ とによ っ て，ディ ペ ン ダビ リテ ィ ケースの

図式要素の 用 語や 用 語関係を定義する．そ の 結果，用語関係図

を用 い る こ とに よ り，デ ィ ペ ン ダ ビ リテ ィ ケー
ス 記 述や 理 解を

容易 化で き る ．

　関係 図の 構成要 素は以 下 の 3 つ で あ る．

　 ● 　 ノ
ー

ド

　 。　 関係 名

　 ・ 　矢印

　人，物，活動 等 の 書かれ た ノードに対 し，ノード問 に主要 な

関係が あれば実線矢印を 書き，その 矢印に 関係名を 書 く．各
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ノードには 矢印 が い くつ か 接続す る こ とがで き る．

　例 と して，商品売買シ ス テム の 用語関係図を図 1 の 図示する．

以下 の 用語間の 関係を元 に 作成 した，

●

●

●

●

店 員 は商 品 を販売 対 象 と してい る．

店員は客に 販売す る．

客 は お金を所有 して い る．

店員に お金を支払う．

図 1 商品売買シ ス テム の 用 語関係図 の 例

3． 現在の課題

　用 語関係 図に つ い て，現在 の 課題は以下の 通 りで ある．

　 ● 　 関係名の 種類分け

　関 係名 に は種 類が あ り，規則があ る と予想 して い る．こ れを

い くつ か の 例 か らどの よ うな関係 名 が あるか 整理 す る必 要 が あ

る．この 結果，デ ィ ペ ン ダ ビ リテ ィ ケー
ス の 必要で あるべ き欠

落 ノードを 発見 ・評価 す る こ とがで き る．

　 ・ 　デ ィペ ン ダビ リテ ィケ
ー

ス か ら用 語関 係図へ の 作成規則

の 考案

　前 回の 発表 で は，不 十 分で は あ るが用語関係図か らデ ィペ ン

ダ ビ リテ ィケー
ス へ の 生成規則を提案した．しか し，デ ィペ ン

ダビ リテ ィ ケースか ら用 語関係図へ の 変換 も可能で あ る と予想

して い る．そ こ で，デ ィペ ン ダビ リテ ィ ケ
ー

ス か ら用語 関係 図

へ の 生 成 規則を考案す る ．こ の 結果，用語関係図と ディ ペ ン ダ

ビリテ ィ ケース 間の 相 互変 換 を実現す る こ とが で きる．

　 ・ 　用語関係図か ら作成 したデ ィペ ン ダビィ ケ
ー

ス の ノ
ー

ド

欠 落の 対処

　前回の 発表で 提案 した，用 語 関係 図 か らディ ペ ン ダビ リテ ィ

ケー
ス へ の 生 成規則を適用す る と，予想 した ディ ペ ン ダ ビ リ

テ ィ ケ
ー

ス とは異 な る ものが生成され た．用語 関 係 図 とディ ペ

ン ダビ リテ ィ ケー
ス 間の 同 値変換を実現す る た め に 生 成規則 や

図を 修正 す る必要が ある．

4． 構成規則の提案

図 2 関 係 概 要

　4 ．1 用語 関係図か らディ ペ ン ダビリテ ィ ケースへ の 生成規

　　　 則 （W2D ）

　4 ．1 ．1　分析 対 象 と分析

　列車運行 シ ス テム の 用語関係図は 図 3 に示 す．これ は列車運

行 シ ステ ムの ディ ペ ン ダビ リテ ィ ケー
ス に 使用され て い る用語

を 抽出し，それ ぞれ の 関係 を明 示す る こ とで作 成 した．

　 この 図で 共通 して い る 部分 と して ．図 4 に 示 すよ うな箇所が

あ り，こ れ は ディ ペ ン ダビ リテ ィ ケー
ス の 「コ ン テ クス トに基

づ い て，ス トラテ ジ分解をし，サブゴール で議論す る」 とい っ

た，似 通 っ た 性質を もっ て い る，こ の 1生質に 注 目 して デ ィペ ン

ダ ビリテ ィ ケース を 作成 す る生成 規 則 を提案す る，

　なお，本稿で は前回 の 発表で提案 した時に作成 した元 の 図が

異 な るた め，改 めて 修正 した規 則を 提案す る こ と とする．

列奴趣「τ

姓険な殉喞運行

こ尸L蓬 殖

亀 険 分 魁 踐

　 　 1 忙　
’

畷 囲
跚 憾 蹟 1艇

　以下 で は，前回の発 表 で提 案 した 「用 語関係 図か らデ ィ ペ ン

ダ ビリ テ ィケ
ー

ス へ の 生成規則 （W2D ）」 の 変更点 と，今回提 案

す る 「ディ ペ ン ダ ビ リテ ィ ケー
ス か ら用語関係 図 へ の 生 成規 則

〔D2W ）」を記述する．また用 語関係図に 加え て，用 語関 係図に

使 用 され てい る用語を 定義 す る 「用語構成 規 則」 を提 案す る，

　なお，用語関係図 とデ ィ ペ ン ダ ビ リテ ィ ケー
ス の 変換と用語

関係 規 則 の 関係 の 概 要 は 図 2 に記述 して い る，
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図 3　列車運行シ ス テムの 用語関係図

　4．1．2 生 成 規 則

1 用語 関係図 か ら トッ プゴール を定 め る．トッ プノードを用

い て，rX は デ ィ ペ ン ダブル で ある．」 とい う命題文に 書き換 え，

デ ィ ペ ン ダ ビ リテ ィケース の トッ プゴール とす る，

2　用語関係 図か ら関係名
”一

覧化 （変換）
”
，を 分割探索する．

3　関係名
” 一

覧化 （変換）
”
の 矢印 が 示 してい る ノード Y を 用い

て，「Y に基 づ き．分け て 議論す る」 とい うス トラテ ジを最近作

成 したデ ィペ ン ダ ビリテ ィ ケ
ー

ス の 上位ゴール に接続す る．そ

の ス トラテ ジに コ ン テ ク ス ト 「Y 」 を接続す る ．も し，ノ
ード

Y がな い ，も し くは ノ
ー

ド Y が 示 し て い るノードが な けれ ば，

一 30 一
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図 4　用語関係図に現れ る共通 の 部分

代わりに 最近作成 した上位ゴール に ア ン デベ ロ ッ プを接続する ．

4　ノード Y が 示 して い る 1つ 以上の ノード Z を 用 い て ，「Z に

つ い て対策 してい る．」 とい う命題文に 書き換え ，ディペ ン ダ ビ

リテ ィ ケー
ス の サブ ゴール とす る．も し，ノードY が示 して い

るノードが なけ れば，代わ りにア ンデベ ロ ッ プを 接続す る，

5　ノ
ー

ドY を 示 して い る矢印があれ ば，それ らすべ て の ノ
ー

ドA に お い て ，「A に お い て 適切 で あ る （存在 す る）」 とい うゴー

ル を さ らに付加す る．

6　関係名
”
対策

”
を発見す る まで 図一［51を繰 り返す．

7　関係 名
”
対策

”
を 発見 した場合は さ らに 探索 してい き，関係

名
”
証拠

”
の 矢印が示 して い る ノ

ー
ドE を用 い て，「E」 と い うエ

ビデ ン ス を最近作成 したデ ィ ペ ン ダ ビ リテ ィ ケース の 上 位ゴー

ル に接続す る．

　4 ．1 ．3 適 用 例

　付 図 1 は，上 記 の 手法 で作 成 した ディ ペ ン ダビ リテ ィ ケース

である．用 語関 係図を作成する際に参考に した元の ディ ペ ン ダ

ビリテ ィ ケー
ス （図 5）と比較す る と，達 成 すべ き ゴール ノード

が増 加 した，

　4 ．2 ディ ペ ン ダビ リテ ィ ケー
ス か ら用 語関係図へ の 生成規

　　　 則 （D2W ）

　4．2．1　分析対象 と分析

　列 車運行 シ ス テ ム の デ ィペ ン ダ ビ リテ ィ ケー
ス を 図 5 に 示 す．

は じめ に
”
列車 運行 は安全 で あ る．”を トッ プゴール に 定 め る，危

険分類表から列車運行に 対する危険は 3 つ ある と分 か る ため
，

それ ぞれ の 危 険 （業 務 危 険行 為，危 険な 現場，危 険 な 自然現 象）

に つ い て議論する．危険分析 の 結果 ，それぞ れ の サブ ゴール を記

述 して い る ．最後 に ，エ ビ デ ン ス とな る よ うな 設計 書 や 報 告書

等を 記述 して い る．

　列車運行シ ス テ ムの 用語関係図を 分析を行 っ た．列車運 行シ

ス テ ム の 中に共通 の 部分を探 し，そ の 部分が ディ ペ ン ダビ リ

テ ィ ケー
ス と比 較 し，どの 箇所 に 対応す るか ど うかを 吟味 した．

以下 の よ うに 同 じ構造パ タ
ー

ン を し た箇所が 存在 す る こ と が分

か っ た，

図 5　列 車運行 シ ステム の ディ ペ ン ダ ビ リテ ィ ケ
ー

ス

パ ターン 1 分解部パ ターン

　分 解部パ ター
ン は，図 5 の 四角 点線 部 分 であ る．あ る ノード

A を中心に ，関係名
”

状態制約
”
，”

関係対象
”
，
”
閲係結果

”
，”

一覧化 （変換）
”
で 複数 の ノードがつ な が れ て い る．ディ ペ ン ダ

ビ リテ ィ ケース の ある ゴール に 対し，コ ン テ クス トの 内容の 元，

ス トラ テ ジ分解を行う
一
連の 分解構造と対応する，構成要素は，

ゴール，そ こ に接 続 して い るス トラテ ジ （存 在 す れ ば，コ ン テ

ク ス ト）各々 1 つ で あ る．

パ ターン 2　証拠 部 パ ターン

　証拠 部パ ターン は，図 5 の 平 行四辺 形点線部分で あ る．ある

ノ
ー

ドA か ら，関係名
”
対策

”
，
”
証拠

”
，で ノードがつ ながれ て

い る．ディ ペ ン ダビ リテ ィ ケー
ス の あ る ゴール に対 し，エ ビデ

ン ス を 導出す る 箇所に 対応す る．構成要素は，ゴール ，そ こ に

接続 して い る エ ビデ ン ス （存在す れば，コ ン テ クス ト）各々 1っ

であ る．

パ タ
ー

ン 3　前提部パ タ
ー

ン

　 前提 部 パ ター
ン は，図 5 の 楕 円点線 部分 であ る．あ る ノード

A に対 して，必要な 前提条件が記述 され て い る部分．ディペ ン

ダ ビ リテ ィ ケー
ス の あ る ス トラ テ ジに対 し，ゴール を導出す る

箇所に 対応す る，構成要素は，ス トラテ ジ 1つ ，そ こ に接続 し

て い る複数の ゴー
ル で ある．

　4．2．2 生 成 規 則

　分析の 結果 を元 に，ディ ペ ン ダビ リテ ィケ
ー

ス か ら用 語関係

図の 生 成規則 を記述 す る ．

　用 語 関 係 図 の 生 成 に あ た り，まず元 とな る ディ ペ ン ダ ビ リ

テ ィケー
ス か ら 3 つ の パ ターン に 分ける．その 後，そ れぞれの

パ ターン に分 け て部分的 な用 語 関係 図を 生成 し，最 終的にす べ

て の 図に お ける 同名の ノードを結合させ，同名の 関係名に よる

冗 長性 を無 くす こ とに よ っ て 用語 関係 図 を生 成 す る．

◎分解部 パ ター
ン

1 あ るゴール の用 語 「G 」 を抽出し，ノード G とす る．ゴール

文が rG は安全 で あ る」 とい っ た もの で あ れ ば，［2−1］へ 進む．

ゴール 分が 「G に つ い て対策をする」 で あれ ば，［2−2］へ 進む

2−1　 ノ
ード G か らノード

”
分析

”
を 関係 名

”
関係 対 象

”
で 接 続す

る．ま た，ノ
ー

ド X ”

危険な G ”
を 関 係名

”

状態制約
”
で 接続す

る．［3］へ 進 む．

2−2　用語 「G」 か ら形容部分を取 り除い た ノ
ー

ド G ’
を生成し，
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ノード G ’

か らノードG を 関係名
”

状態制約
”

で接続す る．ノー

ドG ’ か らノ
ー

ド
”

分析
”

を関係名
”

関係対象
”

で接続する．［31へ

進 む．

3　ゴール の コ ン テ クス トが 存在 す れ ば，コ ン テ ク ス トの 用語

「G −C」 を抽出 し，ノ
ー

ドG −C とする．ノ
ー

ドG−C からノ
ー

ド

G を 関係名
”
前提 条件

”
で 接続 す る．ス トラテ ジに コ ン テ クス ト

が 存 在す れ ば，［4−1］へ 進む．そ うで なけ れば，［4−2］へ 進む

4−1　ス トラテ ジに 接続 して い るコ ン テ クス トの 用語 「S−C 」 を

抽 出 し，ノード S−C とす る．ノード
”
分析

”
か ら，ノード C を

関係名
”
関係結果

”
で 接続す る．また，ノ

ー
ドX か ら，ノ

ー
ド

S−C を関 係名
”一

覧化 （変換）
”
で 接 続す る．同 へ 進 む．

4−2　関 係名
”

状態制約
’
で 示 さ れ て い るノードか らT 関係 名

”

具

体化
”
で 接続す る．［5］へ 進む．

5　ノード S−C か らの 矢印が 存在す るな らば，以 下 の サ ブ ゴー

ル に つ い て 同様に 繰 り返す．

◎ 証拠 部 パ ターン

1 あるゴー
ル の 用語 「G」 を抽出 し，ノ

ー
ド G とす る．ゴー

ル に コ ン テ ク ス トが 存 在す れ ば，［2−1］へ 進 む．そ うで な けれ

ば，［31へ 進 む

2−1 コ ンテ クス トの 用 語 「C」 を 抽出し て ，ノ
ード C とす る．

ノード G か らノード
”
分 析

”
を 関係名

”
関係対象

”
で接続 し，ノー

ド
”

分析
” か らノ

ー
ドC を関係名

”

関係対象
”
で接続 した後，ノー

ド G か らノード C を関 係名
”一覧 化 （変換 ）

”
で接続す る．［3］へ

進 む，

3　ノ
ー

ドC（ノ
ー

ドC が 俘在 しなければ．ノ
ー

ドG）から，ノ
ー

ド G の対策 を ノード A と し，関係 名
”
対 策

”
で 接続 す る．

4　ゴー
ル に 接続 してい るエ ビ デン ス の 用語 「E」 を抽 出 す る，

ノ
ード A か らノ

ードE を 関係名
77
証拠

”
で 接続する．

◎前提 部パ ターン

1 前提パ タ
ー

ン 中の すべ て の ゴール か ら用語 X を抽出 し，ノ
ー

ド X とす る．

2 ［i］に お け る上位 の ゴール G につ い て ，ノード X か ら矢印

を示 して い き，ノ
ー

ドX までたどりつ くまで ［3］を行う．

3 あ る ノード A に対 し，そ の 関係の あ る用語 「B 」 を ノード

B を し 関係名で接続す る，

　 4．2．3　 適　　用　　例

　付図 2 は，上記の手法で作成 した用 語関 係 図で あ る．元 の用

語関 係 図 （図 3）と比 較す る と，一部 の ノードや そ れ に 付随す る

関係名が 減少 し た．

　 4 ．3　 用語 関係 規 則

　4．3．1　用語関係規則の 定義

　 用 語 関係 図 は t ノードや それ に付 随す る 関係 名 には 関係 があ

り，規則が 存在す る と推測で き る．こ こ で，列車運行シ ス テム

の 用 語関係 図 内に ある用 語名 につ い て分 類化 し吟 味 した結果．

表 1 の よ うに 分け る こ とが で きた，この 用語関係規則を用い て

関 係名 を分 類す る こ とが で き，関係名 と用 語関係図 の 構造 と比

較す る こ とに よ っ て，関係名の 妥当性を評価す る こ とが で きる

と考えて い る．

表 1 用語関係規則
一
覧

規則 記 法 説明

制約 化 皇辺 馬右辺 ［ 〆右辺 2 左 辺 は 右辺 Lの状態に制約され た 右辺2である

変換 化 左．辺 三右辺 L＋右辺 3 左 辺は 右辺2の型 に変換された 右辺 1で ある

関係 化 左 迎 ＝右辺 ビ 右辺 2 右辺［に 対して 右辺2が 左 辺で示 されろ関係 を皆 つ

具 体化 左 辺 1・右辺 左 辺は 右辺の 具体化で ある

分解 化 左 辺 ［＝右辺 左 辺は右辺か ら分解されて い る

対策化 左 辺 く一右 辺 左 辺は右辺 の 問題への 対策である

生成 化 左 辺 ＝右辺 L（右辺 2）右辺 1により，右辺 2を対象として左辺 を生成する

証拠 化 左辺 ＠ 右辺 左辺 は 右辺 か ら導かれ た証拠である

5． 生成規則考案結果 と課題解決

　D2W を作成す る こ とによっ て既 存の ディ ペ ン ダ ビリティ ケー

ス 用語に お け る評価を可能に した，また，前回の発表で提案 し

た W2D を用 い る と，生 成 した デ ィ ペ ン ダ ビ リテ ィ ケー
ス に 欠

落 ノ
ー

ドがあ 5 た が，そ れ を 関係名 を用 語 関 係 規則 で分類 し，

そ こか ら新たに W2D を修正 した結果，欠落 ノー
ドの ない ディ

ペ ン ダビ リテ ィ ケース が 生成で き た，

6， 考 察

　本稿で は，ディ ペ ン ダビ リテ ィ ケース と用語関係 図との 相互

変換す る よ うな生 成規則を提案 した，しかしその 結果 以下の

課題 が で て きた．こ れ らの 課 題 につ い て 説 明す る．

　6．1 他シ ス テ ム での 用語関係図 の適用

　本 稿 で は列 車運 行 シ ス テ ムの 用語関係図やディ ペ ン ダ ビ リ

テ ィ ケー
ス から双 方の 分析を 行い ，相互 変換 を行 う生 成規 則の

提 案 を した．また，その 変換に 必要な 用語関係規則 を提案 した．

しか し，こ れ ら規則の 正 しさや 有用性は まだ評価で きて い ない．

　こ の 問題を解決す るするた め に，い くつ かの 他シス テ ムに 対

して も適 用 してい きそ の 生 成されたデ ィペ ン ン ダビ リテ ィ ケ
ー

スや 用 話関 係 図につ い て 評価 す る必要が あ る．

6．2W2D で生成 したディペ ン ダビリテ ィ ケースの ゴール

　　　 ノード増加に おける対処

　W2D で生成 した ディ ペ ン ダビ リテ ィ ケー
ス で は 元 の ディ ペ

ン ダ ビリテ ィ ケー
ス と比較する と，ゴー

ル ノードが 増加 してい

る．増 加 した ゴール ノードを 分析ずる と，ゴール ノー
ドの 命題

文の 前提条件に もなりうる内容，つ まりコ ン テ ク ス トの 内容

に も変換 す る こ とがで き る．その 箇所 は，ディ ペ ン ダ ビ リテ ィ

ケー
ス に お い て 書か れ る こ と の な い 暗黙の 前提条件で あ り，用

語関係図 で は そ れ を 抽出す る手が か りに な る と予 想 で き る．

　 こ の 問題 を 解決す る ため に，増加 した ゴール ノ
ー

ド議論を深

め て い く必
．
要があ る，
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6．3D2W で生成した 用語 関係図の ノード欠落につ い ての

　　　 議 論

　D2W で 生成 した 用 語関係 図で は元 の 用語関係図 と比 較す る

と，一
部の ノー

ドと関係名が 欠落 してい る，欠落したノ
ー

ドと

関係名 は以 下の 通 りで あ る．

　ノード
”

列車運行設 備

　　関係名
”

分解
”

　　関係 名
”

状 態制 約
”

　ノ
ー

ド
”

列車運転業務
”

　　関係名
”
分解

”

　　関係 名
”
設 計 （変換〉

”

　欠落したノ
ー

ドは，現在生成する際には使用 して い ない の で，

ノ
ード欠落に つ い て 対処 す べ きか どうかを議論す る 必 要があ る．

　6．4　ゴール ノード要 素 に おけ る positeve 　
’
　negative 性の

　　　 議論

　今 回，D2W を 考 え るに あ た り，ディ ペ ン ダビ リテ ィ ケース

の 構造だけで なく，ノ
ー

ド内の 文章も吟味して変換する必要が

出て きた，それ は デ ィ ペ ン ダ ビ リィ ケー
ス に 記述 ざれ る ゴール

ノードの 文章 は以下 の ように 分 類 され，そ の 分類 に よ っ て D2W

規則が異なる こ とが分かっ たためである，

◎　安全性等を具体化で き る 内容

　図 5 の 列 車運 行 シ ス テ ム に お い て は，ゴ ール ノード （G −1）
「列車運行は安全である．」 とい うように ，positeve性の 文章 （以

下，type 　P）で き てい る．

◎　危険性等を具 体化で きる 内容

　図 5 の 列車運 行シ ス テ ム に お い て は，ゴール ノ
ード （G −3）

「危 険な現場につ い て対 策 してい る．」 とい うよ うに，negateve

性の 文章 （以 下，type 　N＞で きてい る．

　これ を明確に する こ と に よ っ て ，type 　P の 内容 と type 　N の

内容を 相互 変換 す る よ うな規 則 を考 案で き，その 結果 ディ ペ ン

ダビ リテ ィケー
ス の 記述内容に お け る分析を 安易で き，ま た

D2W に よ っ て生 成され る用語関係図を の構造 を統
一

す る こ と

がで きる と推測で き る．

　 この 問題 を 解決す る ため に，ゴール ノ
ードだ けで な くデ ィ ペ

ン ダビ リテ ィす べ ての ノードにお い て，type 　P と type 　N に 分

類する こ とが可能で あるか，分類する こ とで 用語関係図は変化

して くる の か とい う 2 点 に おい て 分析 して い く必要がある．

　現在，用語関係図 ・デ ィペ ン ダビ リティ ケ
ー

ス 間の 自動生成

ッ
ール の 作成 を 圏指 して い る．しか し，他の 事例に 対する用語

関係 図 を分析 して い ない ため，用語関係図の 妥当性や有用性を

評価で きて い な い ．こ の ため，他の 事例に適用 して，こ れ らに

つ い て 確認す る 必要が ある．

　以 上 を ま とめ る と、生成 規 則や 用 語関係 図に つ い て ，以 下の

課題がある こ とが分か っ た．

　 ・ 　 他 システ ム での 用語関係図の 適用

　 ・ 　 W2D で生成 したディペ ン ダビ リテ ィケースの ゴール ノー

ド増加に お け る 対処

　 ・ D2W で 生 成 した 用語関係図の ノード欠落 に つ い て の

議論

　 ●　ゴール ノ
ード要素に お け る pesiteve　

’
negative 性の 議論
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7． お わ り に

　本稿で は，前回の 発表 で提案 した用 語関係図 に つ い て，デ ィ

ペ ン ダ ビリテ ィ ケー
ス か ら用 語関係図へ の 変換規 則 （D2W ）と，

用語 関係 図か らディペ ン ダ ビ リテ ィ ケ
ー

ス へ の 変換規則 （W2D ）

を提 案 した，また 用語 関 係 図に加 えて ，用 語 関係 図 に使用 され

てい る用語を定義す る用 語構成規則を提案 した。こ れに よ り

ディ ペ ン ダビ リテ ィ ケース と用語関 係 図の 相互 変換 を す る こ と

が で きる．その 結果，用語関係図に よ っ て 必要な用語の 整理や

抽 出が で き，デ ィ ペ ン ダ ビ リテ ィケー
ス の 記述 を 容易 化 で きる．

また，既存の デ ィ ペ ン ダ ビ リテ ィ ケー
ス を用 語閲係図に 変換 し，

ディペ ン ダビ リテ ィ ケース用 語の 欠 落や 曖 昧性 等 を評価す る こ

とが で きる．
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付 図 1W2D を行っ た結果の ディ ペ ン ダビ リテ ィ ケース

．

　　　 付図 2D2W を行 っ た結果の 用語関係図
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